
 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
平成  年  ⽉ 

和泉市

北 信 太 駅 前 整 備 基 本 計 画

（概要版） 
－使いやすくて住みやすい 和泉市北 ⽞関⼝      － 

※本計画では、平成 31 年 5 ⽉以降 元号      便宜上 平成         

LG35671
テキスト ボックス
第4回JR北信太駅周辺地区　　 まちづくり懇談会資料
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１. はじめに 

和泉市   平成２８年８⽉  第２次和泉市都市計画         策定  第５次総合計画 設

定  将来都市像 未来 躍進 活⼒ 賑          都市            進       

JR 阪和線 北信太駅  ⼤阪市内⽅⾯   来訪者    “北 ⽞関⼝”   駅    北信太駅前

線 駅前広場 未整備      交通    交通結節機能     性 課題      駅前駐輪場 

耐震 問題 ⾃由通路       化   様々 地域課題       

当該駅周辺地区は、地域拠点のまちづくりや資源を守り活かしたまちづくりなどを⽬指すことと位置付けられてい

      魅⼒  駅前 機能形成 向  取組 実践     整備基本計画 策定        

 

1.1 本計画の目標年次 

本計画 ⽬標年次  都市計画           ⽬標年次   踏    ⻑期⽬標 平成 45 年度

（2033 年）        短期⽬標 中期⽬標 設定    段階的 計画 推進        

 

 

1.2 計画の策定体制 

本計画 策定       北信太駅周辺地区 校区会⻑（信太校区 鶴⼭台北校区 鶴⼭台南校区）

 信太校区 各町会⻑       地域 ⽅々   構成    JR 北信太駅周辺地区     懇談会

（以下 懇談会）  設置          役   学識経験者 交  議論 重      

   市  関係各課  庁内検討会議 ⾏      議論 通   計画策定 ⾏      

    駅周辺地区 住⺠ 皆様   幅広 意⾒等 計画 反映          調査 ⾃由通路及

 駅周辺 駐輪場    利⽤実態調査 実施  計画策定 活⽤       

 

 
図 計画の策定体制

 

反映

JR 北信太駅周辺地区

まちづくり懇談会 

庁内検討会議 

検討・提案意見

アンケート調査

北信太駅周辺地区の住民

等の意識や意向等を調査 

実態調査

北信太駅自由通路の利用実態や駅

周辺駐輪場の利用状況などを調査 

 懇談会  意⾒等 踏    庁内関係各課 調整 

協議 ⾏  庁内全体       検討   ⾏  

【懇談会でのテーマ】 

■地域課題、整備目標など 

■まちづくり基本構想 

■施設別整備方針及び沿道の土地利用方針 

■駅前整備基本計画 
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２. 対象地区の概況 

 

－計画対象地区－ 

北信太駅周辺  和泉市域    郊外型宅地開発     

    住宅地   現在  開発当時の⾯影をよく残しています。 

地区の変遷

「第２次和泉市都市計画マスタープラン」にお

   北信太駅周辺  将来都市構造として、
⽇常⽣活や地域コミュニティの核となる都市機能

 ⽴地   地域拠点」として位置付けています。 

また、 和泉市⽴地適正化計画    医療 

福祉・⼦育て⽀援・商業等の都市機能の集約を

誘導する拠点である、「都市機能誘導区域」とし

て設定されています。 

上位関連計画

駅から離れているバス停

北信太駅 南東  和泉市史跡の信太⾙吹

⼭古墳 ⽴地     南⻄  葛の葉伝説で知
   和泉市指定天然記念物    巨⽊   

葛葉稲荷神社 ⽴地       

 

 

 

 

 

 

 
信太貝吹山古墳     葛葉稲荷神社のクス 

地区の歴史 

東西自由通路 

計画対象地区 

 道路名称 北信太駅前線 

 当初決定公⽰⽇ S41.4.11 

 最終変更公⽰⽇ H18.3.17 
 総延⻑  1,290ｍ 

（内 未整備 188ｍ） 

 幅 員  20ｍ 

 駅前広場⾯積 3,000 ㎡ 

都市計画道路の概要 

北信太駅前   都市計画道路  

 北信太駅前線及 駅前広場 未整

備      交通動線 輻輳  危険

 状況          停 駅  離
           性 不便 交通結

節機能 不⼗分    
   東⻄⾃由通路       化 

市営駐輪場 ⽼朽化及 耐震 問題

など、様々な問題を抱えています。 

地区の概況 
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３. 北信太駅周辺実態調査 

3.1 北信太駅周辺駐輪状況調査 

各駐輪場 空 状況は 北信太駅前⾃転⾞等駐⾞場（市営駐輪場） 除 計７駐輪場 計約 600 台

 空   状態       駅  距離 離    駐輪場 利⽤率 低              

     
調査日時：平成 29 年 10 月 18 日(水) 7:00～19:00 

写真 北信太駅前自転車等駐輪場      図 駐輪場の駐輪可能台数及び駐輪台数（最大） 

 

3.2 北信太駅自由通路利用調査 

北信太駅 １⽇ 利⽤者数  天王寺⽅⾯ 約 8,000⼈/⽇、和歌⼭⽅⾯が約 2,000 ⼈/⽇でした。時

間帯別 通⾏量     東⻄⾃由通路 通⾏者数 約 5,000 ⼈/⽇で、朝の通勤・通学の時間帯（7-8

時）     東側  ⻄側  通⾏ ⼀番多            

  
調査日時：平成 29 年 10 月 18 日(水) 4:30～25:00（20.5 時間） 

図 北信太駅方面別通行量 

 

４. 北信太駅周辺住民意識調査 

北信太駅周辺 住⺠ 対        結果 駅      性向上 安⼼ 安全 道路空間等    

の関⼼が⾼いことがわかりました。 

  
※無回答除く 

調査期間：平成 29 年 10月17日（ ） 11月1日（水） 

図 北信太駅周辺の問題点（左）とまちづくりのイメージ（右）（それぞれ上位３項目を複数選択） 
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駐輪台数（最大） 駐輪可能台数

回答比率

72.2%

83.0%

56.3%

21.2%

38.8%

13.2%

 駅前にふさわしい土地利用となってお

らず買い物等するのに不便である。

貝吹山古墳や葛葉稲荷神社などの駅
周辺の観光資源が活用されていない。

駅東側の駅前広場及び府道からのア

クセス道路が未整備でありバスやタク
シーの利用が不便

道が狭く歩行者と自動車が交錯して危

険である。

駅地下自由通路がバリアフリー化され

ていない。（エレベーター未整備）

駅西側からの自動車によるアクセスが

不便である。

395 
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308 

116 

212 

72 

0 100 200 300 400

N=547

（回答数：件） 回答比率

76.3%

64.0%

56.7%

69.0%

10.4%

3.8%

貝吹山古墳や葛葉稲荷神社等観光資

源のPRにより来街者でにぎわうまち

現状のままのまち

バスやタクシーなどの公共交通が利用
しやすい交通利便性の高いまち

生活利便施設（買物施設等）や公共

サービスが充実した利便性の高いまち

良好な住環境が保全された住みやす

いまち

幼児や高齢者、障がい者をはじめとす

る誰もが安全で安心して外出すること
ができるバリアフリー化されたまち

366 

307 

272 

331 

50 

18 

0 100 200 300 400

N=480

（回答数：件）

朝 ⾃由通路（駅⻄⼝）

⺠間駐輪場  

約 600 台分の空き
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５. 北信太駅周辺の問題点と課題 

地区 現況 地域住⺠へのアンケート、懇談会等 得   地域住⺠ ⽅々 声    等 踏まえたうえ

で、以下の６つの課題を抽出しました。 
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６. 整備方針 

計画対象地区 概況 住⺠     調査結果  分   住⺠ ⽅々 意向 踏   抽出  課題 

対して、整備コンセプトを実現するための４つの整備⽅針を設定しました。また、各整備⽅針に対して、具体的な

取組みを検討しました。 

 

 

図 整備方針に応じた取組み 
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７. 施設別整備計画 

7.1 駅前広場周辺の整備 

約 3,000   都市計画決定区域        必要施設 配置計画 ⾏       公共交通       性向上           乗降場 設置  広場 接続  周辺街路    ⼀⽅通⾏化 歩⾏者

優先 道路空間にすることで通過交通の抑制を検討  東⻄⾃由通路 バリアフリー化 現地下通路      

  設置  ⽅法        付 上空通路(歩道橋)

を新設する⼆つの⽅法を検討  駅⻄側  歩⾏者空間 駐輪施設 設置 検討  駅利⽤者 待 合               確保 

 

北信太駅

▲東西自由通路のバリアフリー化イメージ 

注）  図⾯  各施設計画 配置及 道路区域             今後 測量及 設計    関係各機関  協議      変更   場合       
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7.2 北信太駅前線及び周辺道路の整備 

駅前広場へ     道路   北信太駅前線      円滑 ⾞両（⾃動⾞ ⾃転⾞） ⾛⾏空間 

安全 歩⾏者空間 確保        北信太駅前線 道路整備     幅員 狭 現在     道路

 流⼊    通過⾞両 抑制  地域 安全性 向上 図     

 

 

7.3 市営駐輪場の建替え 

市営駐輪場 ⽼朽化及 耐震 問題      建替  必要      建替        駅前 ⾃転

⾞ ⾃動⾞ 歩⾏者 混在    状況 考慮  駅前広場 整備 整合 図     駅前空間 安全性 

利便性 向上 図     適切 ⽴地 需給     考慮  施設規模 検討   。 

 

注）  図⾯  各施設計画 配置及 道路区域             今後 測量及 設計    関係各機関  協議      変更   場合       

注）  図⾯  各施設計画 配置及 道路区域             今後 測量及 設計    関係各機関  協議      変更   場合       
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８. 事業推進方法 

8.1 事業推進にあたっての連携体制 

事業推進にあたっては、市が中⼼となり、地域

住⺠ 関係機関  をはじめとした地域の⽅々と

の協議を経て、整備を進めていきます 

 

 

8.2 整備方針とスケジュールの関連性 

整備⽅針のうち、地域が抱える問題を解決するために、

   住⺠⽣活 基本   道路等 基盤整備 求  

れます。そこで、「⽅針１」や「⽅針２」に関連する、インフ

ラ整備を早期に進めていきます。 

      住⺠⽣活 豊   地域 魅⼒   向上

       住⺠ ⽅々 ⺠間事業者 協⼒    ⽅

針３」や「⽅針４」に基づく取組を継続的に進めていきま

す。 

 

 

8.3 整備のスケジュール 

本計画  各事業      市 担当各課 中⼼     関係機関   調整 図     円滑 事

業を進めていきます。 

表 各事業のスケジュール 

事業 短期 中期 長期 将来

駅前広場の整備     

北信太駅前線 整備     

駅前広場周辺道路 歩⾏者優先化     

東⻄⾃由通路       化     

市営駐輪場 建替      

駅⻄地区周辺整備     

信太⾙吹⼭古墳の整備     

商⼯・観光関連施策     

まちづくり関連（都市計画変更 検討）     

※事業実施 際   関係機関  調整    ⾒直  変更   場合        

期間5年間 期間5年間 期間5年間

用地取得・整備工事 

整備工事 
整備工事 

関係機関協議・整備 

整備工事 

整備状況に応じて施策を検討 

整備状況に応じて都市計画変更を検討 
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９. 整備イメージ 

 

 

 

  

短期 市営駐輪場 撤去・仮設駐輪場設置 

中期 駅前広場 整備 

⻑期 北信太駅前線 整備 

短期 東⻄⾃由通路       化 

⻑期 新設駐輪場 整備 

⻑期 信太⾙吹⼭古墳の整備 

⻑期 駅⻄地区整備 

⻑期 駅前広場周辺道路 歩⾏者優先化 

北信太駅前線整備     歩⾏者優先化整備    
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整備イメージパース 

 

注）この図面は、整備イメージを示したものであり、整備内容や周辺状況などは実際とは異なります。 

本整備イメージは、自由通路を上空通路とした場合を想定したもので、決定したものではありません。 

また、上空通路の整備とした場合、現在の地下道は閉鎖となる可能性があります。



  
 

            
和泉市         

【お問い合わせ】 

和泉市 都市デザイン部  

道路河川室（内 1476） E-mail douka@city.osaka-izumi.lg.jp 

都市政策課（内 1431） E-mail tosei@city.osaka-izumi.lg.jp 

TEL 0725-41-1551（代表） ／ FAX 0725-43-1348   

（発⾏⽇ 平成●●年●⽉） 


